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オンが頻繁に現れるという情報があり， 調査を断念せざるをえなかった。

調査は， 観察とスワヒリ語によるインタピュ ー によっておこなった。

m トングウ MURDOCK [ 1959]は， トングウェ族をタンガニイカ ・ バントゥ ー のニャムウ

ェ族 ェジ ・ クラスタ ーに属するとしている。トングウェ ・ テリトリ ー には， 出身部

族の異なるベンデ族， ホロホロ族， トングウェ族が生活するが， 掛谷[197 4]

は， 言語の類似性と生活様式および文化の共通性からこれらを同一部族と考え

ている。

1963年以来， この地域では京都大学を中心とする日本人研究者によって， チ

ンパンジ ー の調査がおこなわれてきた。それと平行して， この同じ地域で多彩

な生業を営むトングウェ族の典味深い生活様式や複雑な社会構造が徐々に明ら

かにされていった。彼らの生活は強く自然に依存したものであった。

1971年と1972年に， トングウェ族の生計維持機構について詳細な調査をおこ

なった掛谷[1974]によれば， トングウェ族にとって恨みや妬みは呪術の対象

となり， トングウェ族の社会には， この超自然的世界に裏付けられた2つの基

本的な傾向性が認められるという。ひとつは最小努力の傾向性であり 消野批

を大きく上回るような生産活動はおこなわず， したがってほとんど余剰をもた

ない生活が営まれている。もうひとつは， 食物を平均化するという傾向性であ

る。世帯生産最の約40%は客によって消費され， それによって生じた不足分は，

自らもまた他の集落におもむいて他者の生産物に依存する。このネットワー ク

によって， 世帯や集落の収憬格差は平均化され， 余剰生産のない生活の維持と

いうシステムが守られている。逆に言えば， この相互扶助機構によって， 余剰

生産のための労働は制約を受けているのである。

このようなトングウェ社会の傾向性と， 超自然的世界の存在は， 余剰生産に

つながる耕作面積の拡大を規制し， 焼畑耕作を統けていく上で， 必ずしも十分

とはいえない可耕作森林を維持するのに貢献しているものと考えられる。

N湖畔定着 ムガンボ周辺は， タンガニイカ湖とすぐ後背のマハレ山にはさまれた細長い

民の罠耕 平野である。かつて湖岸にまで広がっていたといわれるミオンボ林は山裾まで

伐り開かれ， 一面の農地となっている。この平野では， 川辺と精盆の住む小山

の頂を除いて， 有用樹種以外の木はほとんど見ることができない。人口密度の

増加に伴う農地の拡大と， 燃料確保のために， 村近くの木はことごとく伐採さ

れてしまったのである。
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植えられるが， トウモロコシやインゲンが播種後約1週間で発芽するのに対し

て， キャッサバの萌芽には 1 ヵ月以上の期間を必要とするため， 密植であるに

もかかわらず， 1年生作物はキャッサバによる光遮蔽を受けることはない。 そ

して1年生作物の収樅以降， その畑はキャッサバの単作となり， 2年目には雑

草の生える余地を与えないほどの完全なキャッサバ畑になってしまう（写其2}。

マウンド栽培の最も大きな特徴は， マウンド上部にキャッサパ以外には何も

植えないことである。幅 1- 2 m, 長さ 2-6 m, J品さ40-70cm のマウンドが

50cmほどの間帰をあけで畑一面に作られるが， カマボコ状のマウンド頂部には

キャッサパだけが植え付けられ， そのまわりや斜面に他の作物が播種されるこ

とはほとんどない（写真3}。他の作物は， マウンド間の溝に広い間隔をあけ

て植えられる。 このことについて彼らは， キャッサバはあまり水を必要としな

いが， トウモロコシやインゲンには水が必要なのだと説明する（写襄4}。 こ

の畑は， 畝栽培に比べて栽植密度はかなり低いが， 2年目にはやはりキャッサ

パの単作となる。

畝立てやマウンド作りの理由について， 彼らは第一に収穫の容易さをあげる。

地中深く放射状に延ぴる大きな芋を無傷で収穫するのは容易なことではなく，

これだけの理由で畝やマウンドが作られても不思議ではないと思われる。 また，

多蔽の土盛りをするマウンド作りについて質問すると， 崇雨によって種茎や芋

が露出するようでは芋が育たないからという答えが大半であった。確かに， 畝

写真3 マウンド栽培


































